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2023年12月期第2四半期累計期間の業績予想と実績との差異および 

2023年12月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023年12月期の第2四半期累計期間（2023年1月1日～6月30日）決算において、本年2月10日に公

表しました業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、お知らせいたします。また、これに伴い2023

年12月期通期業績予想を修正いたしましたので、あわせてお知らせいたします。 

 

記 

 

1．2023年12月期 第2四半期累計期間の業績予想値と実績値との差異が生じた理由 

（個別業績） 

売上高は、コンピュータプラットフォーム事業において、主にデータ・ソリューションと新大手町サ

イトが売り上げを牽引し、前回予想を上回りました。経常利益、当期純利益につきましては、データ

センター事業関連の売上原価が減少し、前回予想を上回りました。 

（連結業績） 

売上高は、前述のコンピュータプラットフォーム事業の売り上げが牽引し、前回予想を上回りまし

た。営業利益、経常利益、当期純利益につきましては、前述のコンピュータプラットフォーム事業に

おいて、データセンター事業関連の売上原価が減少し、前回予想を上回りました。 

 

(1) 2023年12月期 第2四半期累計期間(2023年1月1日～2023年6月30日） 個別業績予想値と実績値との

差異 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

4,220 

百万円 

△195 

百万円 

△200 

円 銭 

△3.27 

実績値（B） 4,945 △47 △50 △0.82 

増減額（B-A） 725 148 150  

増減率 17.2% － －  

（ご参考）前期実績 

（2022年12月期） 
4,325 714 591 9.72 

  



(2) 2023年12月期 第2四半期累計期間 (2023年1月1日～2023年6月30日）連結業績予想値と実績値との

差異 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

6,115 

百万円 

△335 

百万円 

△320 

百万円 

△330 

百万円 

△5.40 

実績値（B） 6,847 △89 △97 △87 △1.44 

増減額（B-A） 732 246 223 243  

増減率 12.0% － － －  

（ご参考）前期実績 

（2022年12月期） 
7,135 △105 758 563 9.25 

 

2． 2023年12月期通期 業績予想の修正 

(1) 2023年12月期 通期（2023年1月1日～2023年12月31日）個別業績予想数値の修正 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

8,790 

百万円 

△260 

百万円 

△300 

円 銭 

△4.91 

今回修正予想（B） 9,400 △100 △140 △2.29 

増減額（B-A） 610 160 160  

増減率 6.9％ － －  

（ご参考）前期実績 

（2022年12月期） 
9,075 482 △517 △8.48 

 

(2) 2023年12月期 通期（2023年1月1日～2023年12月31日）連結業績予想数値の修正 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰 属 す る 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（A） 

百万円 

12,680 

百万円 

△525 

百万円 

△500 

百万円 

△580 

円 銭 

△9.49 

今回修正予想（B） 13,100 △320 △320 △340 △5.55 

増減額（B-A） 420 205 180 240  

増減率 3.3% － － －  

（ご参考）前期実績 

（2022年12月期） 
14,126 △361 530 △391 △6.42 

 

3. 業績予想修正の理由 

前1.項に記載のとおり、当第２四半期において、コンピュータプラットフォーム事業のデータ・ソリ

ューションの売り上げが予想を上回り、また、データセンター事業関連の売上原価が減少し、予想より

も損益の赤字幅が縮小したことにより、全体としての通期業績予想を見直したものです。 

 

以 上 


